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自転車事故死者の人身損傷部位

（過去５年・平成29年～令和３年）
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自転車乗用中ヘルメット着用状況別の致死率

（過去５年・平成29年～令和３年）

着　用 非着用
死　者（人） 7 74
死傷者（人） 2,538 15,033
致死率（％） 0.28 0.49

背部 ０件
（０％）

全損 10件
（13.3％）

※ 全損（致命傷が複数）

※ 窒息・溺死等６件を除く

頚部
５件

（6.7％）

※ 不明を除く

顔部 １件
（1.3％）

胸部 ８件
（10.7％）

腕部 ０件
（０％）

腹部 ３件
（４％）

腰部 ２件
（2.7％）

脚部 １件
（1.3％）

自転車事故で亡くなら

れた方の致命傷となった

部位は、頭部が６割を占

めています。

自転車は、不安定で転

倒すると怪我につながり

やすい乗り物です。

ヘルメットは、転倒し

た場合などに、頭部への

衝撃を軽減する大きな効

果があります。

自転車乗用中に事故

にあった場合、ヘル

メットを着用していな

いことで致死率が約２

倍となっています。

このことからも、ヘ

ルメットの有効性が分

かります。


